
39.新旭町堀川遺跡の現況

峨川遺跡は、昭和]45年に湖西線J)Ji(設工事にi半う発繍

調査が行なわれて以来、数次の発樋調査が笑古盗容れ、

次第にその全貌が解明されつつある。ここに、昭和53

年度純益時において検出された賎穴住居・跡について総

介をしたい。

本年度までに硲留さtLたi設織としては、古境時代か

ら鎌倉時代にかけてのものがあっ 、特にこれら検出さ

れた遺械の中では、平安時代の術立校総物が訟も多い.

出土巡ら物i主、弥生時代から鎌倉日制もの遺物が出土して

いる。

平安時代の揃立住建物i立、今までに16機が検出され

ているが、すべてが倉庫形式の挫物であり、方位もほ

ぼ一致するという特徴を持っている。特に50年度制設

によって検出された11棟の建物は、数度にわたる磁て

体えが行なわれており、また多くの出土遺物li本遺跡

の性絡を掬lる上で注gすべきものである。
これに対し、古墳時代の逃械は、掘立総建物が4棟、

段穴住居跡がH梨検出されている。竪穴住厨跡につい

ては、検出状況から判断して、犠穴住居跡かどうかと

いう疑問が持たれるが、本年度調釜によって新たに3

おI!の後穴住居跡が検出されたことは、本遺跡の内容を

把援する上で1li婆となって〈るであろう.

2 
本年度の溺盗によって検出された鮭穴住居跡は3線

を数え、 1鯨(S B 1 )は細川巡跡の*端にあたリ、残

'} 2練(SB2.SB3)は下花貝地区に所在する.い

ずれも、開査範囲が限られたため完掘できなかった。

S B 1 (挿図1の 1. 41帝国2)i却IJi19中学校鳩改築工

$の等瑞I商交によって検出された方形の重量穴住居であ
る。北函辺4m以上、北東辺3.6m以上を加川、i盆存す

る床Illiまでの深さは、約20cmをilllリる。絞穴は北西段近

くよリ 2倒検出され、いずれも直径約20cmを柳川、検

出位泣から判断して、 4本柱の械進を持つ盟主穴住居跡

である。関ft'IH立、検出きれなかった。カマド跡が、北

西E遣のほぼ中うたよりに墜荷を掘り込んで検出された。
土若告は、カマド付近より出土し、土飾帯まを主としてい

る。

図 1 綴川遺跡位置図及び絢査地区

1.湖西中学校 2.下花民地区

S B 2 (持図 lの2・折f図3)宅地造成に伴う翻去を

によって検出された方形プランの駿穴住}告で、北辺7.2

m、回辺3.4m以上をilllJり、床磁までの採さは約30cmを

測る。伎穴i立、 2flf.1検出さ札、直径約30-40cmをilliJ')、

総出位滋から判断して、 4本柱の総逃を持つ蜂穴住居

跡である。周榔li 、検出きれなかった。来~近〈に大

きなピットが検出され、貯蔵穴かと思われる.北畿の

ほぼ中央よリに焼土が検出された。土総l主、総土付近

及ぴ北京隅より出土し、~f{~広告器商杯 ・ 杯、張、土防総夜、

土錘等が出土している。

S B 3 (符I図lの2、挿図3)S B 2と霊絞して検

出され、切り合い関係より SB 2に先行する竪穴住居

である。方形プランの寄託穴住居で北辺6m以上、箇辺

3.4m以上を柳川、床面までの深さは約20CmをilllJる。

枝穴li2側検出され、直径約40cmをilliJる。検出位i泣か

ら判断して 4本伎の械迭を持つと思われる。間総i止、

検出きれなかった。北且車中央よりに総ニヒカイ検出された。
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出土遺物{立、焼土付近を中心として出土し、器級 ・数

量;とも SB 2に比して少ない。

3 
2ド年度網盗の中で、特に竪穴住居跡について紹介し

てきたが、殺後に若干の考察を加えておきたい。

新たに、検出された 3織の盟主穴住居跡、の年代につい

ては、現袋、出土遺物を慾寝中のため詳細な時期を記

述できないが、ほぽ古墳時代後期に相当し、 SB 3・
SB2は出土した須恕韓より 6世紀初頭頃と考・えられ、

S B 1は少し時期が下る傾向にある。

先に記述したように、ヨド遺跡の古墳時代の遺械は乏

しく、本遺跡の内容を把握するよでるの欠陥となってい

たのであるが、本年度調盗によって 3僚の援穴住脂跡

が磁認されたことは、この欠陥を補う上で111婆であり、
古境時代において湖)11Ai辺で生活ーが営なまれてきたこ

とが笑宮まされた。特tこ、本i盆跡のm:織にSB1が検出
されたことは、本遺跡、の中央部において心、古I良時代の

逃紛が存在する可能性を持っており、また瀬川1i盆・跡の

l箆闘が日月縦にされたと同時に、さらに広がることが予

想され、今後の悶迭に期するところが大きいといえる.

鮮側は、本年度調去の略報に記述することにしたい。

(水口高志)

あふム t 7 
下花貝地区(左.SB-2. SB-3 ) 

←図2 (写真下)

湖西中学校(SB-I ) ーサ

40.滋賀県出土の子持勾玉

一南滋賀遺跡、出土の子持勾玉から一

南滋賀遺跡は、弥生時代から平安時代にわたる生活

の痕跡をもち、なかでも、大律家機11準遺跡である史跡
南滋賀町廃寺の存在が注目される。

当遺跡内において昭和田年9ilから宅地造成に先立

つ事前開査を行なった。

当該地点は、寺域内に存在し、史跡指定地と接して

いる.その為に、当初、寺院関係の建物の検出が予想

されたが、予想に反し、寺院関係のよ位、械は検出されず、

それよりさらに古い時期の遺物 ・遺織の検出があって

その中には、事発踊巴遺物といわれる子持勾玉が含まれて

2 
①大津市街滋賀(南滋賀 1丁目)

当官縄変地区内の池山磁上の包含~より出土した。会

長8.1c問、最大儒2.2cmを細川、断而は阿形を呈し、 10

偶の子を持つ(静部3側、股部1個、左布側面各HIiI)。
背部と友布側面の子の会長].3-1.6cm、腹部2.7cmを

11[11る。両端，;t、なめらかに胤曲して先立識が尖る。表面
には装飾は施されていない。光沢のある淡灰禍色の滑

石製である。

② 大在住市街滋賀{志賀小学校敷地内) (往1) 

志賀小学校敷地の11t.均中に出土した.全長10cm、最

大幅3.3cmを測り、 9個の予を持つ(背部4側、腹部1

側、1.i.右側面各2倒).1o?普sと友右側簡の子の全長1.5 
COl、腹部2.7cmを測る.両立前{立、なめらかに鳳曲してお

り、先端{立、やや角張る。表商会体にわたり、問風紋

が施されている。石材{ま不明.志賀小学校に保管して

いた。 あったが、現在l主、その所在が不明である。

県内では、今回のもの以外に4i磁の出土例がある. ③大津市滋賀皐(湖1![l9線関係遺跡mE区) (注2) 

それらも合わせて、この紙面で紹介しておきたい。 湖西線関係遺跡取E区の然色泥砂層から出土した。
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会長6.1cm、最大幅2.0crnを淑IJI)、断面iま、ほぽ同形を

塁し、 1(}jWの子を持つ('t~宮~3 側、 H主総 l側、左右側l

商各3個)。背古都の子の会長1.2-1.7crn、腹部19側、側

聞0.9-1.2cmを111.Jる(腹部→管部→側荷の順に小きく

なるL筒織がなめらかに屈曲しており、先端t立、丸み
をもって尖がる。 H音禍色のすIt石型選である。同じ廓伎の

出土土線から 5世紀代のものと思われる。現枝、安土

・近江風土記の丘資料館に展示中である.

@) *i!完封:lls浅井町(注3) 

出土地点は不明である。会長約5.0側、役大幅約2.5

cmをilllJ1) 、 10備の予を持つ(1~悌 3側、腹部 1 側、左

右側蘭各3倒L背部の子の全長約0.6-0.8cm、腹苦rs約
1.3cm、f則前約0.7cmを測る。官I'J商の子は丸い尖起物で

表現されており、腹部の子はその半分を欠鍋する。両

端li鈍〈腐曲し、先端は角張っておわる。表面に袋飾

は施されていない。石材は不明。浅井町の小学校に保

管されているという。

⑤ 東浅井郡高月町(注4) 

出土地点lま不明である。高月町の民家に保管されて

いるということであるが、笑免することはできなかっ

た。

子持勾玉出土地

3 
子持勾玉は、その名が示すように大型の勾玉を母体

として、その背部 ・腹部 ・左右両側面に予勾玉が付さ

れており、その形態は騒々あり、魚 ・烏 ・剣等を還を現

しているといわれ、通常・の勾玉と同様に一方に~:rしが

施されている。

また、子持勾玉の多〈は偶然に発見されたもので、

単独出土か祭最E遺跡、からの出土が多〈、その時期が不

明なものがほとんどである。しかしながら、希に古墳

や時期決定の可能な包含層からの出土があり、品l<伴刷

葬品や共伴遺物等から綾部IJすると、合.t11時代中期(5 
世紀中葉から6世紀)の所産であるといわれている。

子持勾玉i主、多機な形態をしており、過去に幾度か

形式分類が試みられている.

慨括的にとらえると、古いものは母体の勾玉の断iiii
が問形ないしは織内形である。子は、概して小さく規

則的に配列されている.全体の還を現は写笑的であり、

母子の均衡が保たれて量感がある.

新しいものになると、母体の断而lif，百平になる.子

l立大型日化し、その数は減少する傾向にあり、 2例のZ提

起状の表貌へと変化する。(注5) 

これらのことから、滋賀県出土の子持勾玉(爽見 ・

写真.等で確認できたもの)は、古い形式に属している

といえる。ー@は、他より浩子新しいと思える。ーさ

らに、時期が明石獲にとらえら札る古脱出土の例(注6) 

と比較して5世紀後半のものであるということができ

ょう.
4 

子持勾玉の研究l立古〈、全国を訪れて多くの若手石 ・

珍石を苑集し 'm綴まま'J'IUI玉問答』等を箸わした江戸
時代の木内石亭に始まる。

木内石毛己i立、その箸{IJ:'m根tr.J において石剣蹟と
名付け、 5例の子持勾玉を紹介している。しかしなが

ら、近江園出土のものは記載されておらず、また、そ

の具体的論考は、うかがえない(注7)。

大正時代、梅原末治氏li、子勾玉がもっ形態は、魚

の形を Symbolizeしたものであり、子の装飾は践の意

味を持っと同時に小魚の意味を持っており、小魚を繰

り返すことによって増締盟綾の意味を表現していると

給じている(注8)0 

その後、昭和にはいリ、島田貞彦氏は、その形態の

奇形さから、イ砲の先史時代の奇形遺物と問機に議符的

な器物であると述べている(注9)0 また、殺近の倒査

の地加に伴い新しい主IjI.例も増加した。

湖IJf!3線関係の遺跡，~盗出土の子持勾玉から、その調

査者l主、比叡山の前山か、琵琶湖に注ぐ中小河川の水

に関する傍仰に用いられたものであるらしいと述ぺて

いる(注10)0
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縦I尿路E専の井戸からは、鍔しい形式に編すると思わ

れるものが出土して必リ(注11)、ょのニとから、上記

と附じ〈水に関するm仰を災わしているといえよう.
大阪府部の~JV~2~大生路地.'.:Jμ、ては、特に多数

のlfii.をみている なかて'も、然記や俗仰at跡とは考
えられない陶8・深図i皇隊からは、初期須む援を伴っ
たものが出土している(ttI2).

また、大μ1ニ近い山陰池1iにも、その分布の漫さを
みる(t13) さらに、最近、制卸小Ilにおいても、子持

勾玉の出ニlニが伝えられている(iI:14). 
これらのことを考え合わせると、<ull下小島との関係、

特にi涜米糸工人との関係も二与えられよう.

よな、本眼下においては、比也i胡をsIJにはさんで北
とi.iに対↑げしてけiょしており、比叡1I1と#トJ¥)¥1幻という

近tLのお怖の総において出 1:しているという注目すべ
き点がある.

ニのように子持勾玉に対しては、f!f!々の鋭があり.

nl:1ニ形態にも嫌々の現象がみられ、多面的な伎絡を持
っている.

その性俗l二ついて、一つめ伐f~ltでの鋭明では充分

にnい淡h されず、また、 Ji~に忠宅配iIl物であるという

だけでは、かたづけられない問問を有している.さら

iにこ、 よの:ヲ了

ように火i派Iti“点'時与代のi逃滋t鴻禽を 8ド心として、縄文時代から
平安-時代までのil't物をI.IUニする.今[IiJt:l lrI石"時代の

2 

~イントや多量の弥生式:1:箆J;よぴ悦片が出土した.

このような.t~lStのなかで、 二子持勾去の納得のい〈給'

を得るためには、.1:配のことがらも勘梁し、 :r.t争勾玉
の出土;!ki兄};よぴ迎怖のもつ問題点を総合的にとらえ、

多蘭的なアプローチ合以みる必契がある.しかし、現

在はまだi刷局・au却を!l寝中のため子持勾3¥の資斜紹
介にとどめ、泌を改めて鮮舗な益事Eを以みたい.

{釧血者世縛}

(注 1・7・8・9) A'lfÐ l耳目~ r術史以前の近![J r滋

賀県民:償問先級~'iJ 第一冊1928~ ~.む、@のJjli立

は.阪本のムU~Wをノートル拡・に~えた.

(注2・10) UI .il1I1({三ωri制~可線関係i1't'*間伐鍬{~~~J
1976$1ミ

(tヒ3) 1'i 11，誕 J必 r新世I f.J本庁舎1!{小凶似J 19651Ji. 
(注4) j!i:iJ.胤 1:紀のli:資料館!"/;!災以伏[川信紋氏の御
教ふによる.

{主主5・6) "I! 1ミ活躍久 rr正閥抗昭和5O~j.æ悶 fi:側要」

( t".蔵文化財問先慨~"京郷府教育~民会1976年}
{注11) 袋良邸立文化財研究所 r飛鳥・軍事1原符発御

".Ji縁台11J 19781ド

(注12) '，'m合他 r陶色・深悶a 大阪府文化財悶ft
妙織 2 1973if-) 
(注13) j!H' jE rlU除前代文化の紙究J 1978if-
(注14) 金鍾餓悩 tO~闘の巧・古学J 1 972ij' 

3 a 

欝。 滋賀県出土の子持勾玉

1. 大添市街滋賀(当飼葦)

2. 大海市南滋賀(志賀小学校敷地)

3 3. 大翁市滋賀隻

2 4. 東浅井U~受弁町

?" 
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